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サンエス アーカイブ ～そのころのこんなもの～

過去 30 年の間で世の情勢は大きく変化し、自転車の機材や取り巻く環
境も変わりました。東京サンエスの総合カタログは現在 32 号、そんな
誌面の中で 1996 年から 2010 年迄の時代背景が感じられる個性的掲
載商品を そのころ世に生まれたであろう社員がピックアップ。発売には
至らなかったものも含めそのころの情勢を思い返しながら紹介します。

▶ MTB ブームから派生したユニークアイテムは数
多くありますが、シアトルで起業した日本人ブランド

「sidetrak」は取り分けニッチでした。その後マリナー
ズのイチローを追うカメラマンも務めた代表は当時の
アメリカ自転車界でも有名人でした。2002 年掲載の

「インクリノメーター」はハンドルに取り付ける傾斜計。
発想が今では普通ですが当時は、普通ではありませ
んでした。

▶ 90 年代は MTB 系パーツのアメリカ
ブランドを数多く扱っていましたが、96
年のカタログではその象徴的なメーカー
のひとつ「Crupi（クルッピー）」のペダ
ルを掲載。中でもラウンドペダルは丸型
が特徴的で当時 16,000 円の高級品。

▶ MTB ブームの後半は技術躍進から前後サスペ
ンションが普通になりダウンヒルバイクも躍進しま
した。モーターバイクの理論も加わり、1999 年に
突き出しほぼ 0mm に近いステムを発表しました。

「grunge マッシュルームステム」の名称は見ての通
りですが、斬新でもあり短命でした。現代のジオメト
リー / ストローク/ ハンドル幅などを考えると、普通
にアリなのかと思えたりします。

▶1990 年頃から商品としてある盗難防止のセキュリ
ティーパーツ。MTB でのクイックシートピンの普及に
よって、スポーツバイクでも簡単にサドルシートポス
トを上下できるようになり、盗難も絶えなくなってき
ました。これは 2000 年掲載の「innovations ポス
トマスター」です。シートポスト内部とシートチュー
ブをワイヤーで固定し、上下可動は出来ても抜き取
れないようにしています。これもアメリカ製。

▶︎同じ1993 年に紹介したアメリカものの「CRAIG」
もユニーク製品。今や普通に出る言葉「エアロポジショ
ン」を意識したものでタイムトライアルやトライアスロ
ン向きと謳っています。実際に販売しましたが・・・。

●番外ユニーク編
▶︎1993 年 MTB に翳りが見え潮流元が次を探すポイ
ントのころ、シマノが戦略的廉価 MTB コンポ「STX」
に力を入れたころ。そんな時に紹介したのが「Omega 
Shock」。上半身を支持する特許取得のアメリカ製品。
米大陸横断レースで 1-2-3 フィニッシュしたとのこと。
同年 9 月 15 日発行のサンエスウォッチング（店舗様

▶︎少し変わり種のハンドル「grunge 
BANBOO ハンドルバー」は名前の通
り竹で出来ています。幅が 470mm
で180g。振動吸収（伝達）性は当時

▶ロードバイクブームの陰でライダー
に寄り添った着眼点を持ち実現する
製品が少なく、そこを狙ってオリジナ
ルで矢継ぎ早に製品を発表していま
した。そんな環境の中で 2009 年掲

▶2000 年代はロードバイクという表
現が普通となるブームがやって来まし
たが、Dixna や OnebyESU の製品
も揃って来る中でカーボンホイールも
開発。多くのカーボン工場と試作品を
制作した中でも当時の最新スペックで

▶ grunge で 発 売した 2006
年の「ディライトフル」。当時は
既にロード/ シクロ系がオリジ
ナルの主流となっていましたが、
このバイクは車輪 24 インチに
2.3 タイヤでシングルスピード
のフロントサスモデル。ストリー
トバイクを意識しつつ、V ブレー

キ台座も設けたり独自のカスタマイズも楽しめる設計は敷居も低く、日本にピス
トカルチャーが本格到来する直前のものとなりました。59,800 円でした。▶ 発 売 開 始 1995 年、 カタログ には

1998 年のみ登場した「grunge スクー
ター」は 5 色展開。MTB/BMX 熱が落
ち着いて来たころに米西海岸で発祥した
フリースタイル / スケートボード融合の乗
り物を商品化。
遊びの道具から 98 年には前カゴ・キャ
リア・フェンダー・スポークホイールをセッ
トした実用的なモデルも作ったくらい不
思議なほどヒットしました。先行き新しい
ものを求め始めた影響か・・。

特に BMX 小僧の憧れでした。このころアメリカハンドメイド小規模 MTB/BMX
パーツ屋さんが増えており、その商品には熱狂的なオモシロさが宿っていました。

発表したモデルは 2008 年に掲載したものの発売には至りませんでした。そのころ
から大手ホイールメーカーが段違いに躍進して行きます。ということで、無理でした。

載の「Dixna フォワードステム」は当時からあった角度の可変タイプではなく突
き出しサイズを可変させるステムでした。本体を短く切断することも出来ました
が発売には至りませんでした、ちょっとやり過ぎだったかも・・。

カーボンに劣らない数値でした。今でこそ SDG’S と言えますが 2010 年掲載
当時では、そのようなコメントも見当たらず。使用感は非常に良く、ただ材料手
配と生産に手間がかかり過ぎました。当時の本体価格は 7,500 円でした。

商品には時流や情勢や時代背景を伴ってそのころの熱が品物にも宿ると
思います。特に新たに生まれた個性には数値化された計算による売れる
売れない以前の心意気も乗っかって、多少の抜かりはあれど無垢で潔い
純粋さも宿るのでしょう。「そのころこんなもの」が、いまやロングセラー
です、となれば成功と言うことでしょうか・・。

向け紙媒体誌面）で紹介し、その 2 日後に開催されるラスベガスショーで「話
題になること必至」と書きましたが、実際には・・・だったと記憶しています。

● 次回、月刊サンエスウォッチング Vol.97 は 2026 年 7 月10 日（金）の配信予定です。

◀︎1997 年 9 月 27 日 日本経済新聞 朝刊（ヒット直送便）の
コーナーにてカゴ付きの grunge スクーターが紹介されました。


